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人
間
愛
の
起
源
・
・
・
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-
-
数

租
税
公
正
の
賓
現
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E

E

法
耕
一
博
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現
象
率
的
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考
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a
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-
-
-
文
向
学
博
士

時

論

閥
税
特
別
曾
議
に
就
て
-
-
-
-
-
法
皐
博
士

労
働
組
合
主
義
さ
集
合
契
約
，

.e
・
・
・
法
皐
博
士

抱

眠

官

犯

金
利
ご
物
債
さ
の
相
闘
閥
係
に
就
て
経
済
事
士

欧
洲
広
家
産
運
動
及
び
家
産
制
度
・
・
経
憐
学
士

ス
ミ
ス
の
植
民
地
論
紅
恥
以
設
・
・
・
縦
済
学
士

都

惜

錨

蹴

生
計
調
査
よ
り
棚
た
る
租
税
責
措
・
・
・
法
胤
+
士

辻
ぬ

A
Y

重
川
賞
愉
山
品
工
業
組
合
施
行
組
則
・
愉
山
制
合
比
施
行
氾
川

臨

問

錦

略

本
誌
第
十
一
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乃
至
第
二
十
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論
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索
引
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輔

載
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米
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授
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誼

金
利
b
L
物
倒
と
白
柑
闘
岡
係
に
就
て

第
二
十
一
巻

(
第
五
鶴

一O
回
}

七
回

施

言.~

~e 

金
利
三
物
債
之
の
相
闘
闘
係
に
就
て

谷

彦

日

金
利
高
正
物
伺
高
正
は
、
現
時
の
吾
が
総
務
界
に
於
り
る
こ
大
病
源
己
せ
ら
れ
、
之
に
劃
す
る
事
者
並
び
に
賓

際
家
の
論
策
も
、
今
は
殆
ん
ど
言
ひ
聾
さ
れ
た
か
の
戚
が
あ
る
。
極
め
て
常
識
的
に
考
ふ
る
な
ら
ば
、
金
利
は
生

産
費
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
金
利
高
は
物
調
高
を
惹
き
起
す
べ
き
筈
で
あ
る
。
此
の
見
地
か

ら
、
金
利
の
引
下
げ
に
よ
っ
て
物
債
の
下
落
を
招
致
せ
ん
ピ
す
る
の
議
論
は
、
賞
際
家
特
に
企
業
家

ω賛
成
す
る

所
で
あ
る
叫
然
る
に
金
利
を
以
っ
て
物
便

ω原
因
ご
す
る
此
の
訪
は
、
此
の
柿
の
議
論
に
常
套
的
な
『
他
の
事
情

に
し
て
同
一
な
る
限
h
r
」
古
い
ふ
僚
件
の
下
に
於

τの
み
、
正
賞
に
主
張
さ
れ
得
る
の
で
あ
っ
て
、
事
貨
に
於

τ

物
価
慣
が
如
何
な
る
程
度
ま
で
金
利
の
影
響
を
受
り
る
も
の
で
あ
る
か
ご
い
ふ
具
慢
的
問
題
に
は
、
何
等
閲
読
す
る

も
の
で
な
い
。

之
仁
反
し
て
一
一
概

ω皐
者
の
主
張
す
る
所
に
よ
れ
ば
可
物
価
慣
の
騰
貴
は
貨
幣
伺
値
の
下
落
を
意
味
す
る
か
ら
、

告主主会4151tF57E主主主号ナ7T浬刊。pp.77' 匂， Appendix to 
Ch.， V. pp. 356ー・ Casse!，払eNatL;re aneJ Nccessity of Int~re5t 
(1903) CIi.: 'F I 2， p!'・163ー，品Keynas.~ Tract on ~1~ñetary reforll1 
(1923) pp. 18ー， 堀江博士、金融正金風機閥、こ七頁以下。
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物
侵
騰
貴
の
場
合
に
は
、
金
利
は
、
貨
幣
の
下
落
を
補
償
す
る
に
足
る
だ
け
騰
貴
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ど
言
ふ
o
郎
も

「
議
想
古
る
、
貨
幣
勝
賞
(
物
一
明
下
落
)
を
相
殺
す
る
た
め
に
は
、
金
利
は
之
に
相
廊
し
て
低
落
す
れ
ば
足
h
、
ま
た

珠
組
き
る
、
貨
幣
下
落
(
物
倒
控
民
)
を
白
川
殺
す
る
た
め
に
は
、
金
利
は
之
に
相
臆
L
て
騰
貴
す
れ
ば
足
・
り
る
い
の
で

あ
b
、
そ
れ
は
恰
も
「
寒
暖
計
の
正
確
」
な
る
古
同
様
で
ゐ
る
ご
言
ふ
。
そ
れ
放
に
此
の
読
は
前
設
正
は
反
封
に
、

物
舗
を
以
っ
て
金
利
の
原
因
ご
な
す
も
の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
多
数
債
絡
の
合
成
の
結
果
た
る
一
般
物
舗
の
騰
落

を
珠
想
す
る
こ
己
は
、
大
戦
嘗
時
に
於
け
る
急
激
な
る
騰
貨
の
如
き
場
合
を
除
V
て
、
一
般
に
は
必
す
し
も
正
確

に
可
能
な
る
も
の
で
は
な

f
、
恨
ち
に
物
債
の
遜
動
を
距
檎
に
認
識

L
若
〈
は
議
想

L
得
た
正
し
て
も
、
普
通
に

は
某
の
反
爾
た
る
貨
鯵
償
備
の
誕
動
を
意
識
せ
争
、
其
史
小
品
慢
を
信
性
ん
ピ
す
る
傾
向
が
甚

r強
い

M

従
っ
て
物

個
個
騰
貴
の
傾
向
あ
る
場
合
に
、
其
の
反
而
た
る
貨
幣
師
慣
倣
下
滞
の
藤
想
が
利
貸
資
本
家
的
心
型
に
影
響
し
て
、
金

利
を
相
殺
的
に
勝
賞
せ

L
む
る
が
如
き
こ
と
は
、
戦
後
の
露
岡
町
希
〈
は
獅
壊
に
於
け
る
が
如
き
異
常
な
る
場
合
を

除
き
、
一
般
に
起
b
得
る
徒
に
は
思
は
れ
な
い
1
0

金
利
を
物
債
の
原
因
ピ
な
す
か
結
果
ピ
な
寸
か
的
湘
遣
を
除
昔
、
前
二
設
は
共
に
雨
者
の
比
例
的
相
闘
関
係
を

認
む
る
も
の
で
あ
る
o

獅
断
的
に
か
、
統
計
的
に
か
吋
金
利
の
高
き
時
は
物
価
慣
高
〈
、
物
胴
慣
低
き
時
は
金
利
も
亦

低
き
こ
吋
を
諜
想
す
る
。
然
る
に
理
論
的
に
は
叉
こ
れ
正
反
針
に
、
南
者
の
反
比
例
的
な
相
闘
関
係
を
も
考
へ
得

ら
る
、
。
『
一
般

γ
貨
幣
叫
豊
宮
な
る
ニ
ピ
は
物
価
慣
り
高
き
こ
芭
を
意
味
し
、
共
の
稀
少
な
る
こ
正
は
物
倒
の
低

き
こ
t
e
T
意
味
す
る
こ
ご
は
異
理
で
あ
る
か
ら
、
此

ω
理
に
し
て
正
し
け
M
H
ば
、
物
伺

ω高
き
期
間
は
U

金
利
低

f
、
物
倒
的
低
き
期
聞
は
金
利
は
高
レ
で
あ
ら
う
ご
期
待
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
目
」
此
の
雨
者
相
反
の
理
論
は
、
阪
に
フ

説

苑

金
剰
と
物
倒
と
の
相
側
聞
係
に
就
て

第
二
十
一
巻

(
第
買
鶴
一

O
E
}

七
四
=
一

Fisher. ~_b~0' ， p. 79 
Casse1. ii?id.. p. 163 
Keynes. ibid.， p. 11 

却I樹、苦在庫路聞に於ける幣制改革問題{組済諦叢第十九魯第一観}
Fisher; -ibid:. p. 3 19 
f.:i軸仙北郎者、利子昔青論、四八王頁以下、
Fisher' ibid.， p. 318 
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物
侵
騰
貨
の
場
合
に
は
、
金
利
は
、
貨
幣
の
下
落
を
補
償
す
る
に
足
る
だ
け
騰
貴
せ
ね
ば
な
ら
泊
宣
言
ふ
。
却
も

『
藤
想
き
る
、
貨
幣
勝
賞
(
物
倒
下
落
)
を
相
殺
す
る
柁
め
に
は
、
金
利
は
之
に
相
臆
し
て
低
落
す
れ
ば
足
h
ハ
ま
花

噛
皿
銀
?
。
、
貨
幣
下
落
(
物
倒
酬
明
き
を
湘
殺
す
る
た
め
に
は
、
金
利
は
之
に
相
廊
L
T
騰
貴
す
れ
ば
足
b
る
」
の
で

あ
h
J
、
そ
れ
は
恰
も
「
寒
暖
計
の
正
確
』
な
る
ど
同
徒
で
あ
る
E
言
ふ
。
ぞ
れ
故
に
此
の
設
は
前
説
ピ
は
反
掛
に
、

物
価
慣
を
以
っ
て
金
利
の
原
因
E
な
す
も
の
で
あ
る
o

併
L
乍
ら
多
数
痕
絡
の
合
成
の
結
果
た
る
一
般
物
債
の
騰
落

を
議
想
す
る
こ
Z
は
・
大
戦
嘗
時
に
於
け
る
急
激
な
る
騰
貴
の
如
き
場
合
を
除
い
て
、
一
般
に
は
必
宇

L
も
正
確

に
可
能
な
る
も
の
で
は
な
(
、
恨
h
に
物
掴
聞
の
幾
動
を
疋
礁
に
鼠
識
[
若
〈
は
強
惣

L
得
た
ピ

L
τ
4
6、
普
通
に

は
其
の
反
而
た
る
貨
幣
償
備
の
襲
勤
を
意
識
せ
す
、
其
的
不
援
を
信
ゃ
ん
ご
す
る
傾
向
が
甚
だ
強
い
。
従
っ
て
物

倒
騰
貨
の
傾
向
ゐ
る
場
合
に
、
其
の
反
面
た
る
貨
幣
償
倣
下
落
の
強
想
が
利
貸
資
本
家
の
心
裡
に
影
響
し
て
、
金

利
を
相
殺
的
に
勝
賞
せ

L
む
る
が
如
量
こ
正
は
、
戦
後
の
露
闘
帯
〈
は
猫
換
に
於
り
る
が
如
話
回
詩
情
な
る
場
合
を

除
き
、

一
般
に
起
h
得
る
様
に
は
忠
は
れ
な
い
1

。

金
利
を
物
園
恨
の
原
因
ぜ
な
す
か
結
果
ピ
な
す
か
の
湘
濯
を
除
主
、
前
二
設
は
共
に
同
者
の
比
例
的
相
関
関
係
を

認
む
る
も
の
で
あ
る
o

獅
断
的
に
か
、
統
計
的
じ
か
、
金
刺
の
高
き
時
は
物
侵
高

f
、
物
償
低
き
時
は
金
利
も
亦

低
さ
こ
し
げ
ι
を
疎
怨
す
る
。
然
る
に
理
論
的
仁
は
叉
こ
れ
芭
反
射
に
、
同
者
の
反
比
例
的
な
相
閥
閲
係
を
も
考
へ
得

ら
晶
、
。
「
一
般
l
貨
勝
山
豊
骨
固
な
る
こ

Z
は
物
価
恨
川
り
高
き
こ
ピ
を
意
味
し
、
共
の
稀
少
な
る
こ
Z
は
物
欄
の
侭

き
ζ

ど
を
意
味
す
る
こ
ど
は
異
理
で
あ
る
か
ら
、
此
的
理
に
し
て
正
し
げ
れ
ば
、
物
園
間
口
高
き
期
聞
は
い
金
利
低

〈
、
物
価
問

ω
低
き
期
間
以
金
利
は
高
レ
で
あ
ら
う
ご
期
待
せ
ね
ば
な
ら
向
。
』
此
の
雨
者
相
反
の
斑
論
は
、
阪
に
フ

設

~ 

第
二
十
一
巻

金
刺
と
物
倒
止
の
相
側
閥
係
に
就
て

(第一
h
鶴
一

O
E
)

七
四
三

Fisher. ibid.. t. 79 
仁田se1.ibid.. p. r63 
Keyncs， ibiu.， p. 11 Fl稿、抽酬に於ける幣制改羊問題(組持論議第十九耕一僻)
isher. ibid.. p. 319 
市叫1"1攻n~著、利子世告輪、四λ'51'，以下、
Fisher' ibid川.p. 318 
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第
二
十
一
容

{
第
五
腕

一OJハ)
じ
四
四

イ

U 

ヤ

ア

放
授
0) 

77t 涌
定主

τ躍
。と

所竺
で 1日
ゐ蹴
るj，j;

が与
、川〉宅

自主

苑

此

ω事
は
五
円
闘
に
於
て
も
亦
同
様
仁
言
ひ
得
ら
る
、
で
あ
ら
う
か
ど

う
か
?

否
岡
山
一
品
質
に
闘
す
る
詳
細
な
る
研
究
は
、

私

ω知
る
範
図
で
は
未
だ
何
人
に
よ
っ
て
も
試
み
ら
れ
ゲ

る
様
で
あ
る
o
此
0) 

一
論
文
は
、

過
去
二
十
五
年
聞
の
一
帯
貨
に
立
脚

L
て、

五
円
附
仁
於
け
る
ん
虫
利
己
物
倒
ピ
の
間

に
如
何
な
る
相
川
剛
山
剛
係
あ
る
hr
を
後
見
せ
ん
ご
す
る
も
の
で
ゐ
る
。

具
髄
的
の
市
計
到
に
掛

L
て
統
計
的
腕
先
を
加

な
る
限
ふ
り
」
正
い
ふ
僚
件
を
撤
去
し
て
、

W
H
際
に
起
。
得
た
る

へ
た
も

ω
で
あ
る
か
ら
、

「
他
の
事
情
に
[
て
同
一

一
切
の
事
情
の
下
に
於
け
る
雨
者

ω閥
係
を
似
た
る
も
の
で
ゐ

b
、

て
・
客
川
叫
的
表
現
己
し
て
の
数
字
を
級
協
正
す
る
も
の
で
ゐ
る
。

叉
利
貸
資
本
-M
車
内
主
削
倒
的
影
響
4T
度
外
叫
し

金
利
統
計
ご
し
て
私
の
利
川
し
た
の
は
、

東
京
市
山
γ
の
日
間
引
日
歩
に
於
け
る
毎
月
半
均
で
ゐ
る
。

ぞ
れ
は
「
来

京
銀
行
集
品
同
所
組
合
銀
行
金
利
」

ご
l
u
て、

ト
時
同
月

ω
「
銀
行
川
期
信
銀
」
附
鋭
に
後
表
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
ち
、
『
金

融
事
項
巻
考
青
」
に
於
て
「
東
京
金
利
表
」
，
こ
し
て
牧
録
せ
ら
る
、
も
の
ご
同
従
で
あ
る
。

金
利
統
計
ピ

L
て
吾
川

大
阪
金
利
が
あ

h
、

地
行
的
に
は
日
本
銀
行
令
利
、

L
Z
M
間
金
利
、

刀
何
日
し
守
る
も
AF
二
工
、

行

ν
7
ノ

EE
，.，，
1

ι

こ
の
外
に
併
は
、

f
l
}
l
l
一

t
I
l
l
b
)
1ト
:
t
t
1
1一、

金
刑
民
利
釘
に
も
山
川
拘

4
日
立
UV
列いし

r阿
1
1
前
田
雌
削
金
日
歩

定
期
預
金
年
利
等
内
材
料
を
有
す

ιが、

も
-
れ
ど
針
附
山
せ
ら
品
、
物
調
統
計
が
寸
十
拠
点
物
倒
訓
」
E
ゐ
る
か
ら

金
利

ω
畿
勘
は
大
慨
に
於
て
功
両
相
肱
じ
〔
起
る
も
り
で
あ
ム
リ
、

私
が
特
に
東
京
市
中
金
利
を
採
用
し
た

ω
は、

で
ゐ
る
。

加
之
、

H
っ山県
J
M
及
び
大
阪
的
市
巾

金
利
は
、

会
閥
的
り
様
準
正
有
倣
[
得
る
で
ゐ
ら
う
。

ま
こ
守
二

1
1
l
h
h
y
r
z
n
H
z
j
i
、

A
4
d
ナ

I
d
e
-
-
“子

-
z
i
t
Jノ
a
色
ヰ
ヲ

E
y
t
-

，J
U

t

多
〈
的
合
利
の

従
っ
て
羽
小
説
的
勢
力
企
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。

棚
引
H
歩
仁
も

中
で
例
引
歩
合
が
最
も
棋
準
的
地
枕
を
卜
け
品
、

YisllC"， ibid.. pp. 318-
北~~は何れも六時町内1 財品，) r命融事項参考書』に牧錐せらる '0
-1111前Ir*.阿命制lfi喝刈羽H且10於て 11(制捕前官吏第十八番第二醜}事H目。
此ο酬の修日弓 J~J 圭採ることが位も泊同と考へられた。
此"'嗣韮を担比とする乙とによって、一般的随努U 影響を除却することが由

来るo
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割引日歩 物償措霊安
月ノー-ー\~ーー、ーーへ

!t!.!世f'勤 時作動
(宅)平均偏差 μ 加平均幅差

1 248 :::24 24 119 117 2 
2 241 2:!5 16 119 118 
3 2::0 2巴6 4 118 1I8 0 
4 224 227 - 3 117 118 - 1 
;) 21-:1: 227 -1:1 117 119 - 2 
6 214 22.( -14 117 119 - 2 

210 229 -1¥) 1-8 119ー I
S 206 2iJu -24 118 119 - 1 
9 20;;; 2;:0 -2;') 1:.:0 120 0 

Iリ:200 230 日o]2~ 120 2 
111111 2叩 -29 123 120 3 
12 '::04 2~O -:':6 12τf 120 4 

年

103 0 
10:1 0 
104 - 1 ')(¥ 
104 - 1 "'" 
10岳 1
105 - 1 
105 - 1 
10;') - .2 
106 - 4 

割 引 司 歩 物伺指費

月ノーーーー-¥Jーー，ーーーへ
究JI!'移動
(モl平ム l 偏差究騎手JeJ飼主

1 230 2f6 -21) 100 
2 ニ2.5 ~5.~ -.10 101 

I 3 ::l12 2f:i5 -43 10.'3 
I 4 210 2;:;4 -44 103 

.5 211 253 -';2 1(13 
ー 叩I6 211 2.')2 -41 108 
- l..u't 7 209 2."1 -42 103 

8 !::Oi出。 -4:1 103 
I 9 204 2-48 -44 104 
I 10 200 24~ -47 JO-I-
'i 11 200 247 -47 103 
、 l~ 20:! 245 -43 102 

年

一

."耳阿

122 8 
122 6 
122 ;) 
122 4 
122 3 
122 
1:12 1 
1~2 1 
1 "il 

12'2 0 
122 - 1 
122 - 4 

m
m訂
却
お
お
幻

E
p
m
H
引
日

1
1
1
1
1
1
J
1
1
1
1
1
 

1
6
2
3
7
8
9
1
9
9
9
8
 

E
2
8
4
4
4
5
5
4
4
4
4
 

220 
218 
217 
215 
旦13
212 
210 
日08
207 
206 
20;) 
204 

241 
244 
249 
2~8 
260 
"60 
'260 
259 
2."6 
:35;) 
254 
252 

1 
I 2 

3 
I 4 

41! 2 
‘4 
I 8 ， 0 

I 10 
¥11 
、12

112 - 1 
112 - 1 
113 - 1 
114 - 1 
114 
lFi .2 
11，) 
116 3 
116 
116 3 
117 2 
117 2 

111 
1I1 
112 
113 
11:') 
117 
118 
110 
117 
liO 
1I9 
1I9 

224十 1
223 0 
QOI) ...L ') 

4“. .“ 
222 + 4 
:127 + 9 

220 +~:~ 
220十羽

221 +34 
321十:32
222 31 
22.3 29 
223 2fl 

。。史
""サ
223 
2~4 
:!26 
230 
悩3
2-1-8 
2ii，:"j 

20::J 
2;)，) 

2])2 
252 

1 
。
“ 3 
4 
5 
6 

月

9 
10 

¥11 
、12

38 

一
↑
↑
仰
開
別
問
肘
何
叫
町
田
叫
田
町
閉
山
田
何
回
阿
部
引
田
町
貯
問
問
時
同
時

年

表

房、

i
J
j
3
1
1
5
1
1
j
j主

L

6
6
6
7
7
6
6
7
1
2
0
9
 

1
1
1
 

120 
121 
121 
121 
]21 
]21 
]21 
121 
121 
1')0 
10') 
“4 

1"0 

12o 
127 

12S 
12守

Iよ7
12; 
12S 
1"') 
l:;{ 
1t0 
"“ 131 

2:'0 -2弓
220 -23 
:!.::~ ~2() 

2!?8← 16 
2~8 -14 
2::7 - f) 

:J ~6 
2~抗 6

:!24 - ?i 
223 - 3 
222 + 4 
221 17 

2['号
虫J6

20'J 

212 
214 
~lS 
2Hl 
219 
2m 
220 
・~2ô
23S 

1
2
3
4
F
6
7
8
9
0
1
2
 

I
l
-

-

!

 

日4
 

106← 1 
lC6 ;] 
10'j" 
107 0 
108 - 2 
10S - 4 
109 - 5 
109 - 3 
110 0 
110 
111 
111 

10九
O，l 
108 
10i 
1叫
104 
101 
10f) 
110 
111 
112 
112 

243 -40 
:111 -::8 
:1;;9← 2，"， 
Z庁 -25
2.-:6 -25 
2:3.'3 -16 
.2;;2 -13 
2出)-10 
z.:m -10 
2:!7 - 8 
226 - 7 
2~.) 0 

W3 
21日
:.!14 
'''') “白.

2i1 

2Hl 
2:}O 
219 
210 
219 
225 

I 

υ 

4 
弓

G 

8 
9 
!o 
11 、τの，. 

37 

2UO 9 
2;)9 6 
2:)，) 0 
259 -11 
2:.8 -22 
257 -26 

1
2
3
4
5
6
7
8
Q
U
O
I
2
 

1
1
1
 

35 

10刊(誌同古事議;1十1*，〈自存4 蓉'!ベJ号号室室畦!<嵩ν

¥

江

巳

畳

一

偏

指
』
到
均
-
一

慣
戸
移
平

物

-

虫

↑

一

一

一

一

一

4
F
J
M
4
 

¥
差
-
一
一
一
一
-
一
↑
一
一
一

歩

一

偏

日
-
勤
均
一
一
一
一
一
一
-
一
一
一
一
一

引
-
持
平

『

-
E
)
3
0
3
5
0
5
1
3
5
5
9
5
6
7
1
1
2
6
1
1
7
1
3
1
6
4
4
1
2
9
，o
=
9
8
6
1

書
F

投
宅
問
一
部
品
部
却

m泊
四
却
叩
却
訂
訂
訂
泊
泊
四
目
四

m
m
m灯
油
郡
部
出
羽
田
市
山
田
部
部
副
お
お

♂

u
J
(
 

1
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
 

F

1

1

1

1

1

1

1

 

，l
h

目‘
E
E
E
E
E
-
-
'
E
I

，、A
-
1
-
t
i

、

4
 

。d

者ま揺



結者Z ~iR'ベJ毒事4 岳早草壁謹~!!嵩ド 感11+P静 (蟻同署員 10<) 中国{〈

割引日歩 物債掲載 割引日歩 物侵指重量 割 引 日 歩 物債措監
年月 r ・ 、〆 ・ 、年月/ ‘ 、 r ・ 、年月 F ・ 、，

関 空雪 信基 質時 雪偏差 帯 甥 箇 差 寅 監 望 書 簡 差 常甥偏草質密 望号偏韮

1 246 203 43 118 123 - 5 1 189 193 - 4 129 126 z 1 228 200 28 120 140 -20 
2 236 202 34 119 123 - 4 2 193 193 o 130 126 4 2 221 199 22 123 141 -18 
3 228 201 27 118 123 - 5 3 192 195 - 3 131 126 5 3 215 199 16 125 142 -17 
4 225 201 24 118 ]23 _ 5 4 189 195 - 6 132 126 6 4 211 19ゆ 12 127 144 -17 
5 217 200 17 119 123 - 4 5 187 196 - 9 133 126 7 6 208 198 10 128 143 -17 

42t6201200 1 119 123 4 I 6 192 197 - 5 131 126 5 
4 

6 201 197 4 127 146 -19 
7 204 200 4 119 123 - 4 7 191 198 - 7 133 126 " 7 189 196 - 7 125 148-23 
8 195 200 - 5 ，119 123 - 4 8 191 1u8 - 7 131 127 4 8 179 195 -16 126 150 -24 
日 196 199 - 3 119 123 - 4 9 197 199 - 2 130 127 8 9 172 194 -22 126 151 -25 
10 1UO 199 - 9 118 123 - 5 10 206 200 6 132 127 5 10 166 194 -28 127 153 -26 
II 185 199 -14 116 123 - 7 11 2お 201 22 133 127 B 11 162 193 -31 133 155 -22 
12 183 1田 -15 117 123 - 6 12 235 201 34 134 127 円 12 162 192 -30 141 157 -16 

1 168 198 -30 1!7 124 - 7 1 231 202 2日~ 134 127 7 1 165 191 -26 145 159 -14 
2 165 197 -32 118 124 - 6 2 229 202 27 133 127 6 2 161 190 -29 153 161 - 8 
3 164 197 -33 119 124 - 5 3 224 203 21 132 127 5 3 161 190 -29 154 163 - 9 
4 1副 197-33 119 124 - 5 4 222 203 19 132 128 4 4 160 189 -29 153 166 -13 
5 164 197 -33 120 124 - 4 5 222 203 19 131 128 8 5 157 188 -31 150 168 -18 

431 ~ 161 197 ーピ~ 119 124 - ~ 2 6 226 却3 23 132 128 4 5 6 156 187 -31 147 171 -24 
7 155 197 -42 118 124 - 6 7 237 却3 34 130 128 2 7 151 186 -35 147 173 -26 
8 152 197-必 120 124 - 4 8 238 却4 29 130 129 1 8 153 186 -33 151 175 -24 
9 149 197 -48 121 124 - 3 9 235 204 31 132 129 8 9 l'目 185-37 153 176 -23 
10 150 196 -46 121 124 - 3 10 23o 204 31 133 130 3 1014718638 1571I7R8O -21 
11 151 196 -45 121 124 - 3 112352D48113211T3O 1 2 11 151 184 -33 168 180 -12 
12 154 19o -41 122 124 - 2 12 235 204 31 131 o 12 171 184 -13 172 183-11 

1 1臼 195-42 1却 124- 1 1 234 204 30 130 131 - 1 1 168 18-3 -15 168 187 -19 
2 153 194 -41 123 124 - 1 2 229 2日4 25 128 132 - 4 2 165 183 -18 168 190 -24 
3 1.53 194 -41 12.3 124 - 1 3 223 204 19 128 132 - 4 3 161 182 -21 167 1回 -26
4 154 193 -39 123 125 -2 4 2日9 203 26 127 133 - 6 4 158 182 -24 173 197 -24 
5 153 193 -40 123 125 - 2 5 226 2日3 23 125 133 - 8 5 157 182 -25 182 20J -19 

44~ 6 155 193 -38 122 125 - 3 3 6 229 2略 26 12" 134 - 9 
自 6 160 182 -22 190 205 -15 

7 156 193 -37 122 125 - 3 7 228 203 25 125 135ー10 7 16，< 183 -20 206 210 - 4 
8 160 192 -32 124 125 - 1 8 226 202 34 127 135 - 8 8 166 18旧 17 221 212 - 6 
9 165 192 -27 128 121} 3 9 239 202 37 129 136 - 7 9 1'10 184 -14 214 220 - 6 
10 171 192 -21 127 126 1 10 238 201 37 125 137 -12 10 176 185 - 9 214 224 -10 
II 178 192 -14 126 126 。1I 216 2日I 35 121 137 -16 11 176 187 -11 212 228 -]6 
12188162-41釘 126 1 12 236 200 36 119 138 -19 12 177 188 -11 216 231 -15 



割 引 日 歩 物慣棺蜜

月 〆ーーー《ーーー\--ー~、ー-、
寅監事動 》 移動

偏差 1tn 僅差(毛j平均 L 平均

I 247 259 -12 272 286-14 
2 247 260 -13 269 285 -16 
3 249 261 -12 265 284 -19 
4 2出6 262 - 6 261 283 -22 
5 部8 262 - 4 257 282 -25 
6 259 263 - 4 261 281 -20 
7 257 - 266 
8258--258 
9 257 - 255 一一
10 257 一一部，2
Il 259 - 248 一一
12 260 - - 241 ー『

I 256 
2 256 
3 256 
4 257 
5 258 
6 却0
7 359 
8 262 
9 261 

10 261 
Il 262 
12 262 

年

割引日歩 物償措It

月 'ーー~ーーー~ --ーー~ーーへ

哲担偏差質量調箇差

257 228 29 398 230 118 
265 229 36 盆14 281 133 
278 231 47 425 282 143 
291 232 59 397 282 1I5 
300 234 66 359 283 76 
301 235 64 327 284 43 1I 300 236 64 316 284 32 
296 238 58 311 284 27 
290 239 51 304 285 19 
287 240 47 298 285 13 
286 212 44 292 286 6 
281 243 38 271 286 -15 

T
4
0
h
M
弓

υ
4
A
民
d
n
O
岬

d
B
u
q
u
o
M
τ
A

。a

1
1
1
 

年

日

ー

一-244 
一 泊4

259 
259 

- 263 
- 262 
- 2弱
- 252 
- 278 
- 280 
- 278 
- 279 

割 引 日 歩 物償措雛

月 〆ーー~ーーー\ ---ー~ーーーヘ
質量移動 移動
(毛)卒均値差質量骨平均偏差

1 173 190 -17 224 234 -10 
2 173 192 -19 232 237 - 5 
3 175 194 -19 238 240 - 2 
4 176 196 -20 243 243 0 
5 176 197 -21 242 246 - 4 
6 178 199 -21 2品 248- 3 
7 177 201 -24 252 250 2 
8 178 203 -25 267 252 15 
9 180 205 -30 274 253 21 

10 182 206 -24 280 255 25 
11 186 208 -22 278 2¥7 21 
12 194 2口9-15 277 258 19 

年

7 

2
m出
白
血
田
却

m
m
3
3却

一一一一-一「-一一一一

6
8
6
6
6
6
6
6
6
6
6
B
 

m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
 

265 
257 
252 
251 
252 
253 
2D9 
263 
273 
289 
283 
276 

244 39 
246 20 
247 6 
248 3 
250 - 2 
251ー 7
252 -13 
253 -22 
2o4 -27 
255 -22 
257 -16 
258 - 6 

283 
266 
25沼
251 
248 
244 
239 
231 
227 
233 
241 
252 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
 

1
1
1
 

17 
13 
3 
1 
0 

25 
会6 !o 
51 
57 
75 
92 
102 

0
2
4
6
8
0
2
3
5
7
8
9
 

郡
部
郡
部
出
品
卸
釘
釘
釘
町
宮
町

277 
275 
267 
267 
278 
295 
319 
324 
3悶2
352 
370 
381 

210 -16 
212 -15 
213ーIS
214 -23 
216 -19 
217 -19 
219 -17 
220 -19 
221 -16 
223 -3 
225 8 
226 28 

山

m
m
m
m
m抑
制
腕
蜘
抑
制

1
2
2
4
5
6
7
8
9
0
1
2
 

1
1
1
 

s 

- 273 
282 

- 284 
- 282 

加
位
田
腕

271 
264 
258 
265 

9
5
2
3
 

釘
釘
釘
抑
制

-1-l:m-¥J (園長岡器 10":) 議11+1，申。震'""奪事ベJQ嬰霊覇~己嵩い認S昔



説

jIli 

金
利
と
物
倒
と
の
抑
制
凶

Mmに
就
て

部
二
寸
一
巻

(
部
五
回
制

O 

じ
四
凡

亦
各
月
山
り
故
一
品
・
紋
低
・
平
均
の
三
稀
を
利
則
し
得
る
が
、

問
題
山
性
質
上
そ
め
平
均
を
採
る
ぺ
き
は
明
ら
か
で
の

p
b
'
m
ノ
。

次
に
物
畑
山
統
計
は
日
本
銀
行
制
査
の
「
東
京
物
酬
明
訓
」
印
も
東
京
市
内
に
於
り
る
釧
貨
物
剛
山
由
相
以
(
明
尚
一
ニ
十

十字

ケ JJ

月斐
U) こ二

移ゃ

勃荊i
JドJII
均(JJ"L.
'c[ E. 
施。
しカミ

て〈

E品
襲警
勢干
一一
算王手
tH !ユI
L 降

大
之且:

封主
す主H
Q に

管至
月る
叫}出11

切ヲi
五5 日
を歩
計及
~l (1' 
[物
てイW!

官 1旨
ヨk 数

j号ヘ
ヤ六

品
目
川
一
式
を
作
成
し
た
o

相
聞
々
係
の
統
計
的
研
究
仁
就

τは
、
夙
に
川
部
博
士
の
紹
介
論
評
ゐ
λ

円
、
最
近
に
は
賂
川
山
学
士

ω布
袋
な
る

税
究
に
接
し
た
る
が
吋
花
は
是
等

ω外
一
典
に
ユ

1
戸
の
名
著
「
統
計
山
中
紡
論
」
並
び
に
小
倉
博
士
的
近
444
「
統
計
的

研
究
法
』
に
機
っ
た
。

右
仁
掲
「
る
原
表
に
よ
っ

τ明
ら
か
に
制
ら
る
、
如
(
、
金
利
及
び
物
附
悶

ω波
動
は
、
世
界
戦
守
的
前
後
仁
於

て
、
著
し
〈
是

ω越
を
刷
出
に
す
る
こ
ピ
を
知
る
。
花
は
側
先
の
便
宜
上
世
界
戦
争

ω勃
畿
を
境
界
ご
し
て
前
後
の

二
期
仁
一
分
も
、
明
治
二
干
三
年
以
降
大
正
三
年
七
月
に
手
。
第
-
刈
ご
、
大
正
三
年
入
月
以
降
大
正
十
一
二
年
末
に

至
る
第
二
期
ど
に
悩
分

L
τ
研
究
す
る
。

叙
越
川
り
悦
宜
上
か
ら
先
づ
第
二
期
に
就
て
同
地
る
に
、
此
の
期
間
に
於
り
る
物
倒
指
数
の
偏
差
は
、

7
f
ナス一一一

五
か
ら
プ
ラ
旦
一
四
三
に
至
る
ま
で
の
附
仁
散
在
す
る
o

換
言
せ
ば
、
物
僚
の
一
般
的
趨
勢
か
ら
見
て
、
最
低
の

時
仁
於
て
毛
れ
以
下
三
五
に
降
、
り
、
最
高
の
時
じ
於
て

ιれ
以
上
一
四
三
に
円
升
台
、
そ
の
他
は
こ
の
中
聞
に
位
す

る
こ
ピ
を
知
る
。
今
一
』
の
雨
極
限
の
聞
を
十
仰
の
階
級
に
分
も
(
却
も
一
階
級
の
範
閣
を
ニ

O
づ
、

z
L
)
之
を
X

則部怖[:、 IJf.令統計摘刺(節 Wi 1íH鋭 "F.~-[二百以下)
略11[，~担士、/!自肱計算ω-JiiJ; (結締拘l]l第卜じ若手第二腕)、向型士、党換器Fと

物情帽監と山il'i"i悼{艇前市首f臣官"-[:菩皆川l抑)
G. Ud町 Yulk，AnlAntiO【iuetU)ll-totllc-TIl印ryof thc Statistics， 7th ed.. 

(r924) 
FjFYI博[:、小倉金之仙氏者『陪計的研究WJ]#i~l;i)机刷開館。詳諸並tHこ用
語ゐ使用例iζ就ては畳〈此白書に肱る。

δ) 
6) 

7) 

8) 



線
上
に
椛
に
排
列
す
る
こ
ご
、
次
の
相
関
空
共
の
二
に
於
り
る
が
如
〈
す
る
。
表
の
上
空
お
枠
内
に
叫
一
日
=

あ
る
は
、
偏
差
マ
イ
ナ
ス
問

O
よ
り
マ
イ
ナ
ス
三
二
一
三
一
に
壬
る
一
階
，
級
級
な
る
こ
己
子
e

‘
級
の
中
央
値
を
一
不
す
。
順
次
右
に
進
む
に
従
っ
て
偏
差
の
佐
佐
増
し
、
国
印
ち
中
央
佐
一
五

O
に
至
つ

t
止
り
。

同
級
山
方
法
に
よ
h
訓
引
H
歩

ω悩
差
は
マ
イ
ナ
旦
ゴ
一
人
よ
り
プ
-
フ
ス
六
六
に
日
一
っ
て
居
る
か
ら
.
限
り
に
此
の

間
を
六
仰
の
階
級
に
分
っ
て
各
隣
印
刷

ω範
闘
や
三

O
寸
、
ご
し
、
之
を
Y
線
上
に
縦
に
排
列
す
る
こ
己
次

ω表
ω

如
〈
す
る
。

次
に
回
出
求
に
就

τ、
偏
差
山
り
各
階
級
に
嵐
す
る
皮
放
を
倫
ひ
上
げ
て
、
之
を
相
関
表
中

ω枠
内
に
記
入
す
る
。

例
へ
ば
最
初

ω枠
内
に
あ
る
数
字
日
は
、
物
倒
偏
差
内
第
一
階
級
に
尉

L
、
且
つ
金
利
偏
差
の
第
一
階
級
に
嵐
す

る
場
合
が
十
一
同
あ
っ
た
こ
子
炉
二
不
す
。
解
L
リ

H
却
く
言
へ
ば
、
金
利
己
物
倒
ご
相
件
つ

τ段
も
祇
落
L
た
場
合
が

十
一
回
あ
っ
た
こ
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
o

順
弐
に
右
方
へ
四
4

3
の
度
数
を
示

L
、
合
計
印
な
る
数
字
は
、
金

利
偏
差
の
第
一
階
級
に
嵐
す
る
度
数
を
示
す
。
ぞ
れ
放
に
f
附
内
の
数
字
初
日
山
一
回
目
6
3
は
、
金
利
偏
差
の
各
階

級
に
風
す
る
度
数
で
あ
り
、
同
慌
に
f
欄
内
の
数
字
詰
川
札
口

6
4
2
1
3
1
1
は
、
物
倒
偏
差
の
各
階
級
に
属
す

る
度
数
で
あ
る
o
今
是
等

ω度
軟
に
そ
の
各
I
の
属
す
る
階
級
の
中
央
伯
を
乗
じ
、
是
等
を
横
及
び
縦
に
合
計
し

た
る
侃
を
川
及
び
削
ご
す
る
o

例
ヘ
ぱ

2
1
=×
(
1
8
)
十
巴
X
(
5
)
十
守
(
H
D
)

十
ω
×

(
g
)
H
I
ω
凶

O
K
E

H
E
X
(
M
G
)
+
∞
×

(
1
H
心
)
+
日
×
(
呂
)
+
(
山
D
)
H
i臼
U
D

ピ
な
る
G

こ
の
川
を
f
に
て
除
し
た
る
も
の
M
は
、
金

利
偏
差
の
各
階
級
に
脱
す
る
物
価
個
偏
差
の
平
均
値
を
示
l
、
同
様
に
M
は
、
物
倒
偏
差
の
各
階
級
に
胤
す
る
金
利

偏
差
的
卒
均
値
を
示
す
o

例
へ
ば
最
初
の
M
削
ち
l
H
0
4

は
、
第
一
階
級

ω
金
利
偏
差
に
服
す
る
物
価
問
偏
差
の
平

苗E

苑

金
利
と
物
側
、
と
山
相
附
捌
悟
に
就
て

第
二
十
一
巻

(
第
五
耕
一
一
一
}

じ
四
九
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均
で
あ
h
、
換
言
す
れ
ば
、
最
も
低
落
し
た
る
部
類
の
金
利
吉
相
伴
ふ
物
侵
は
、
平
均
偏
差
1

5

4
な
る
こ

Z
を

示
す
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
依
に
表
中
の
M
欄
内
の
平
均
値
が
、
順
失
に

i
】
白

4
・-凶∞
-
J
h
・
0
・
g
o
-
g
o
-
u
O
・
C
-
z
l
て
表
は
れ
、

大
値
に
於

τ其
の
値
を
増
大
し
っ
、
進
ん
で
居
る
こ
ご
は
卸
も
、
金
利
の
騰
貴
す
る
E
共
に
物
慣
も
亦
騰
貴
せ
る

ニ
Z
を
一
市
す
も
の
で
b
h、
同
様
に
M
欄
内
の
卒
均
値
が
ム
出
凶
W
I
E
-
-凶・
M
M

日
・
山
、
H
o
c
-
U
D
O
-
5
0
・

84.

U
D
P
白

D
・
D
-
Z
し
て
表
は
れ
、
是
亦
大
健
に
於

τ順
衣
仁
其
の
備
を
増
大
せ
る

ζε
は
、
物
債
の
騰
貴
す
る
Z
共

に
金
利
も
亦
騰
貴
せ
る
事
貫
生
市
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
閥
係
を
兎
に
一
居
明
瞭
な
ら
し
め
ん
が
た
め
に
、
次
に
掲
「
る
所
の
相
闘
国
表
(
其
の
二
を
作
成
す
る
。

前
の
相
聞
表
中
に
於

τ、
M
の
各
卒
均
値
に
相
官
す
る
勤
・
川
町
叫
:
を
求
め
、
是
等
を
漣
絡
す
る
時
は
、

m
i
l
l
叫
な
る
曲
線
を
得
る
o

是
郎
も
横
の
(
物
倒
偏
差
の
)
岡
錦
町
岡
山
鵬
正
一
甜
は
る
、
遺
侍
拳
上
の
歴
史
的
曲
線
で

あ
る
。
同
様
に
町
の
各
卒
均
値
に
劉
臆
す
る
所
の
J

m

J

叫
叫
・
・
:
を
求
め
、
是
等
を
連
続
し
て
得
た
る
」
川
|
|
，
h
な

る
曲
線
は
、
縦
の
{
金
利
偏
差
の
}
岡
崎
曲
線
で
あ
る
。

す

苫
て
二
つ
の
回
蹄
曲
線
の
意
味
す
る
所
は
、
M
及
び
ぽ
の
性
質
よ
b
推
し
て
、
自
ら
明
ら
か
で
あ
ら
う
。
横
の

回
師
曲
線
叫
l

l
叫
は
、
M
の
各
平
均
値
に
相
官
す
る
諸
駄
を
結
ん
だ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
卒
均
館
が
順
失

・
に
増
大
す
る
に
従
っ
て
、
こ
の
曲
線
が
Y
軸
E
な
す
角
度
を
増
大
す
る
で
あ
ら
う
。
換
言
す
れ
ば
、
金
利
の
増
大

に
件
っ
て
物
慣
も
増
大
す
れ
ば
す
る
程
、

m
l
|
叫
の
曲
線
が
Y
軸
正
な
す
勾
配
を
増
大
す
ぺ
〈
、
同
様
に
物
債

の
増
大
吉
共
仁
金
利
も
増
大
す
れ
ば
す
る
程
、
叫

l
l，m
の
曲
線
が
X
軸
に
調
L
て
有
す
る
傾
斜
の
度
を
高
め
る

苑

第
二
十
一
巻

{
第
五
捜
一
一
三
}

設

金
利
k
物
倒
と
の
相
醐
聞
係
に
就
て

一七
宝王

棚照崩""持軍部官~~河;7，-;です ア
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で
あ
ら
う
。

然
る
に
町

}
i叫
及
び
叫

1
l，
民
は
、
各
t
曲
線
で
ゐ
る
か
え
そ
れ
等
が
Y
軸
及
び
X
軸
正
な
す
勾
配
を
正

殖
に
測
定
す
る
一
』
ご
は
出
家
な
い
。
ぞ
れ
放
に
吾
々
は
衣
に
所
謂
皆
川
中
日
明
世
紘
を
算
出
せ
ね
ば
な
ら
ね
o

ニ
の
計

算
は
稿
I
復
帰
唱
・
‘
あ
る
。
明
づ
第
一
に
、
M
及
び
川
の
絢
卒
均
、
詳
し
〈
は
前
の
相
闘
圃
表
に
於
り
る
加
を
訂
に

て
除
し
た
る
町
並
び
に
れ
を
町
に
て
除
L
た
る
耐
の
値
を
求
め

(
E
H
E
L
P
s
-
5
1に
之

t

X
及
ぴ
Y
軸
上
の
各
階
級
の
中
央
値
ご
の
偏
差
を
求
め

τ
Z
及
び
甲
ピ
な
す
。
(
同
l
E
H
)
H
F
4
l
z
d
H
4
)
然

る
時
は
横
及
び
縦
の
最
小
偏
差
線
は
、
失
の
方
稜
式
じ
よ
っ
て
そ
れ
ん
¥
決
定
せ
ら
れ
る
。

H
E
R
b
q』

融雪抑、
γ
前
跡
お
?
代

1
J
S

P
H
M
L
4・h

‘

議
fヨ
組担
4F 
蔀l

議

~州立H
ζう"ヲ
ぬ叶 h 

設

宛

金
剥
主
物
情
と
の
相
側
闘
係
に
就
て

俸
二
十
一
審

(
且
帝
王
樟

E 
} 

七
豆
三

こ
れ
が
計
算
は
前
の
相
関
表
(
某
の
一
)
の
下
方
に
示
せ
る
が
如
〈
、
そ
の
結
果
ご
し

τ得
た
る
所
は
、

し
バ
即
日
』
京

町
仁
和
恥
島
田
・
。
。

4
4川
寸
什
什

H
o
l
i
-
-
H
p
u
u
u

h
v

一
え
玄

H
E
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h
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0・u
u
U
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設

宛

金
刺
る
物
倒
k
白
相
閥
欄
係
に
就
て

部
二
十
一
審

(
第
五
聾
-
一
六
}

七
草
岡

ご
な
る
。
こ
れ
に
よ
b
て
横
の
長
小
偏
差
線

R
1
l
x
は、

Y
軸
に
封
L
て
約
S
J
u
、
の
勾
配
を
な
し
、
縦
の
最

l
i差
線

cICは、
X
軸
に
封
し
て
約
H

言
、
の
勾
配
を
な
せ
る
こ
ピ
を

T
。
市
閥
闘
表
(
某
空
)
仁
就

て
見
る
に

Rlx、

clcな
る
二
つ
の
最
小
偏
差
管
、
，

mlqJmlF恥
な
る
ニ
つ
の
回
富
市

の
そ
れ
ん

k
の
中
央
を
貫
い
て
、
之
を
卒
均
せ
る
こ
Z
を
看
取
し
得
る
で
あ
ら
う
。
今
金
利
の
増
大
に
侍
っ
て
椴

舗
の
増
大
す
る
程
度
が
大
な
る
に
従
ぴ
、
横
の
最
小
偏
差
線
R

ー

-rが
Y
軸
ご
の
聞
に
挟
む
角

E
ぬ
は
次
第

に
増
大
す
ぺ
〈
、
ま
た
物
債
の
向
上
に
伴
っ
て
金
利
の
向
上
す
る
程
度
が
大
な
れ
ば
大
な
る
程
、
縦
の
最
小
一
偏
差

線

CICが
X
軸
正
な
す
角

E
E棄
に
増
大
す
る
。
て
て
ニ
つ
の
宙
線
長
持

E
包
装

f

k
?な
・
旬
、
一
一
つ
の
融
理
教
師
即
も
金
利
古
物
慣
が
完
全
な
る
相
闘
関
係
を
有
す
る
場
合
に
は
、
一
一
つ
の
車
線
は
相

i
T
E
L
5
2
2・1
然
る
に
固
表
の
示
予
知
〈
、
霊
長
官
於
て
、
そ
れ
ん
j
i
y
引

及
び
X
軸
に
費
し
て
一
定
の
勾
配
を
有
し
な
が
ら
も
、
備
は

E
7
8
d
q
の
角
度
を
有
す
る
ニ
正
は
郎
も
、

物
伺
正
金
利
が
或
程
度
の
相
閥
閲
係
を
有
し
、
併
も
そ
れ
は
完
全
な
る
相
関
関
係
に
は
可
な
h
港
き
も
の
な
る
こ

Z
を
示
す
。

か
〈
の
如
〈
し
て
吾
々
は
、
二
つ
の
最
小
偏
差
線
の
勾
配
に
よ
っ
て
、
武
動
ま
で
は
相
闘
の
程
度
を
測
定
す
る

ニ
長
出
来
る
。
併
し
乍
ら
是
れ
に
は
、
第
一
に
二
つ
の
勾
配
は
一
般
仁
異
な
る
値
を
有
す
る
古
い
ふ
不
便
を
作

ひ
、
第
二
に
二
つ
の
描
理
教
の
階
級
の
升
も
方
を
異
に
す
る
に
従
っ
て
勾
配
を
異
に
す
る
吋
山
花
都
合
を
生
十

る
。
そ
れ
放
に
吾
々
は
更
に
準
ん
で
、
両
者
の
相
関
程
度
を
測
定
す
る
標
準

Z
L
て
、
相
関
係
数
を
算
出
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
o
然
る
に
相
関
係
数
の
絶
謝
値
は
、
二
つ
の
最
小
偏
差
抽
臓
の
勾
配
の
幾
何
卒
均
に
等
し
い
か
ら
、
此
の
場



何
回
u
b
1
4
6

(
一
般
に
せ

H

A
市
町
割

p
k
申

な

る
)
古
う
し
て
相
関
係
数
ー
に
就

τは、
l
H
M
Y
M
+
H
卸
も
E

の
備
は
、
マ
イ
ナ
ー
一

z.y
ラ
A

一
吉
の

聞
に
在
っ
て
、
相
閥
程
度
の
大
な
る
に
従
っ
て
プ
ラ
月
一
に
近
づ
量
、
そ
の
程
度
を
誠
下
る
に
従
っ
て
?
イ
ナ
旦

一
に
近
づ
(
も
の
で
あ
る
o

且
つ
又

r
が
正
数
な
ら
ば
比
例
的
の
(
順
の
)
相
関
関
係
を
示
し
、

r
が
負
数
な
ら

ば
、
反
比
例
的
の
(
誕
の
)
相
関
関
係
あ
る
こ
ご
を
示
す
。
今
問
題
の
相
関
係
数
が
0
・8
∞
な
る
こ
ご
は
、
金
利
正

物
償
正
が
順
の
相
関
閥
係
を
有
す
る
こ
E
、
及
び
其
の
聞
に
は
可
な
b
の
程
度
に
相
闘
関
係
の
存
す
る
ζ

ど
を
示

す
も
の
で
あ
る
。

合
に
は
同

H
『
例
制
叫
刈
例
制
H
H
D
-
S∞
ご
な
る
。

の
公
式
に
健

四

大
正
三
年
入
月
以
降
の
金
利
古
物
慣
に
就

τは
、
以
上
越
よ
る
が
如
き
相
関
関
係
を
認
め
待
ら
晶
、
が
、
更
に

そ
れ
以
前
の
第
一
期
に
闘
し

τは
、
如
何
な
る
関
係
を
認
め
得
る
か
?
前
同
様
の
方
法
正
計
算
を
繰
越
し
て
算

出
し
た
る
結
果
に
就

τ
二
百
一
目
す
る
。
但
し
此
の
期
聞
に
於
け
る
金
利
殊
に
物
債
の
趨
動
は
、
第
二
期
に
於
け
る
が

如
き
大
な
る
偏
差
を
示
し
て
居
ら
泊
か
ら
、
相
閥
表
仁
於
り
る
階
級
の
極
分
の
仕
方
は
、
別
の
方
法
を
傑
る
を
便

宜

E
す
る
o
蓋
し
相
開
表
に
於
げ
る
階
級
の
範
聞
及
ぴ
位
置
を
如
何
に
採
る
か
は
、
一
の
重
要
な
る
統
計
技
術
の

問
題
で
あ
っ
て
、
何
蕗
か
ら
何
虞
ま
で
、
如
何
程
の
範
園
を
一
階
級
官
な
す
か
に
依
っ
て
、
結
果
の
土
に
も
多
少

の
相
遣
を
来
す
も
の
で
あ
る
o
悲
は
此

ω場
合
仁
も
亦
前
の
場
合
正
岡
じ
〈
、
関
I
考
慮
の
結
巣
か
〈
の
如
き
階

級
の
分
も
方
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。

詑
金
利
と
物
倒
と
白
紺
附
聞
係
に
就
て

苑

第
二
十
一
巷

(
第
五
鶴
一
一
七
)

七
五
五
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紙
面
影
節
約
す
る
た
め
相
閥
表
及
び
相
聞
圃
表
を
一
の
属
商
に
合
成
し
て
右
に
掲
げ
た
る
が
、
こ
れ
に
よ
h
τ

明
ら
か
な
る
如
仁
ニ
つ
の
岡
崎
曲
線
?
l
叫
及
び
ぱ
|
九
、
は
甚
だ

L
〈

前

の

場

?

?

脅

し

τ、

巴
字
形
を
描
け
る
ニ

Z
を
知
る
。
従
っ
て
横
の
最
小
偏
差
線

R
1
l
r
が
Y
軸

t
な
す
勾
配
は
、
問
自
民

H
寸
に

し
て
稽
』
並
行
線
に
返
〈
、
縦
の
最
小
偏
差
線
C
|
l
c
z
の
聞
に
挟
む
角

E
ロ
屯
は
、

8
・H
M
、
を
示
し
て
前
の

場
合
に
比
し
大
量
〈
、
真
に
相
関
係
放
を
算
出
す
る
時
は
、
『
H

0

・H
4品

Z
な
っ
て
、
前
の
場
合
の
係
歎
0
・合∞

に
比

L
渇
か
に
鞭
微
な
る
こ
Z
を
知
る
。
郎
も
明
治
三
十
三
年
以
降
世
界
戦
守
に
至
る
第
一
期
に
於

τは
、
金
利

古
物
園
明
言
の
相
閥
閥
係
は
、
開
戦
以
後
の
第
二
期
に
比
し
極
め

τ微
弱
で
め
っ

τ、
そ
の
相
閥
程
度
の
比
率
は
約

四
O
M
に
過
ぎ
な
い
。主

借
て
、
最
初
に
越
ぺ
た
る
所
の
金
利
正
物
侵
正
の
相
反
閥
係
、
卸
ち
『
物
債
の
高
き
期
聞
は
金
科
低
〈
、
物
舗

の
低
き
期
聞
は
金
利
は
高
い
で
あ
ら
う
』
古
い
ふ
理
論
は
、
吾
図
の
事
賞
に
徴
す
る
も
亦
明
か
に
誤
謬
で
あ
っ
て
、

前
後
の
時
期
を
通
じ
て
多
少
の
程
度
に
於

τ、
順
の
相
閥
閥
係
を
有
す
る
よ
E
飯
に
遮
よ
る
が
如
〈
、
比
貼
に
於

て
ア
イ
尚
子
V

ヤ
ア
数
授
の
所
論
を
裏
書
す
る
ニ

t
が
出
来
る
。
然
ら
ば
突
に
来
る
問
題
は
、
相
閥
閥
係
の
下
に
あ

る
雨
者
の
何
れ
が
他
方
の
原
因
で
あ
る
か
正
い
ふ
因
果
閥
係
の
決
定
で
あ
る
。

7
4
ッ
V

ヤ
ア
教
授
の
主
張
す
る

様
仁
、
物
償
勝
賞
従
っ
て
起
る
貨
融
市
倒
値
の
下
落
が
、
金
刺
を
高
め
し
む
る
も
の
で
あ
ら
う
か
?
若
(
は
多
〈

の
質
際
家
の
認
め
る
様
に
、
金
利
の
騰
貴
が
生
産
費
を
高
め
て
物
債
を
勝
賞
せ
L
む
る
も
の
で
あ
ら
う
か
?
私

は
此
の
問
題
を
惑
に
端
的
に
片
づ
り
ょ
う
正
す
る
も
の
で
な
い
。
併
L
乍
ら
此
の
問
題
の
考
察
仁
関
聯
し
て
重
要

詑

苑

金
利
之
物
倒
と
の
相
欄
闘
係
に
就
て

第
二
十
一
巻

{
第
五
都
一
一
丸
)

七
五
k

此白幽表に古もては、 X軸上白階鼠は 3.Y軸上のそれは 15.づ¥"CD interval 
主とり持値t異にするから RR'，CC' i;梢掃するには、之を締正せねばなら

向。{闘表右方自計算参間)

1) 



設

苑

金
利
と
咽
債
と
白
相
岡
崎
係
に
就
て

第
二
十
一
巻

{
第
亙
雄
一
ニ

O
}

七
五
八

な
る
資
料
正
な
b
得
る
事
貨
を
ば
、
議
に
提
供
す
る
で
ゐ
ら
う
。

凡
そ
因
果
関
係
を
決
定
す
る
に
宮
つ
て
は
、
時
の
前
後
が
重
要
な
る
要
素
吉
な
る
。
今
若
し
物
園
慣
が
原
因
正
な

っ
て
金
利
を
高
む
る
も
の
な
ら
ば
、
物
贋
は
多
少
の
程
度
仁
一
於

τ金
刺
に
先
ん
じ
て
超
勤
す
ぺ
〈
、
金
刺
が
物
債

の
原
因
た
る
な
ら
ば
、
物
債
は
金
利
仁
後
れ

τ騰
落
す
る
で
あ
ら
う
。
勿
論
時
の
要
素
は
此
の
場
合
必
要
な
保
件

で
ゐ
っ
て
十
分
な
保
件
で
は
な
い
1

。
そ
れ
放
に
時
の
み
を
以
つ

τ因
果
を
決
定
す
る
は
軽
卒
で
あ
る
が
、
併
L
因

果
樹
係
の
ゐ
る
所
、
常
仁
時
の
前
後
を
伴
ふ
で
あ
ら
う
。
割
払
は
此
の
見
地
か
ら
、
物
償
芭
金
利
己
何
れ
が
先
行
せ

る
か
を
決
定
せ
ん
芭
試
み
た
の
で
あ
る
。
さ
う

L
て
以
下
の
研
究
に
於
て
も
亦
、
叙
述
の
便
宜
上
か
ら
先
づ
第
二

期
を
先
仁
取
扱
ム
。

今
恨
b
に
、
物
園
慣
が
金
利
よ

h
b
一
ヶ
月
づ
、
先
走
っ
て
溢
勤
す
る
も
の
芭
す
れ
ば
、
金
利
を
後
れ
た
る
一
ゲ

月

rり
進
め

τ之
古
物
債
ピ
を
組
合
す
ご
き
、
部
ち
二
月
の
金
利
吉
一
月
の
物
侵
ご
を
組
合
す
古
昔
、
雨
者
の
相

閥
程
度
は
最
大
ど
な
る
べ
害
筈
で
あ
る
o

反
調
に
金
利
が
物
償
よ

b
b
一
ゲ
月
づ
、
先
走
る
も
の
だ
ご
す
れ
ば
、

物
舗
を
一
ヶ
月
ピ
付
進
め
て
二
月
の
物
債
正
一
月
の
金
利
正
を
組
合
す
芭
話
、
雨
者
の
相
闘
精
度
は
最
大
堂
本
す

で
あ
ら
う
。
此
の
理
に
基
い
て
私
は
先
づ
、
物
債
を
一
ヶ
月
づ
、
前
後
に
宇
ら
し
た
る
場
合
の
相
閥
表
及
び
相
関

岡
表
を
作
b
、
究
に
ニ
ヶ
月
づ
、
十
レ

U
m同
一
。
も
の
を
作
h
、
順
突
に
此
の
方
法
を
繰
返
し

τ、
結
局
物
債
を
十

グ
月
ま
で
品
目
レ

r
r場
合
、
卸
ち
俣
り
に
物
舗
が
金
利
よ
h
も
十
ゲ
月
先
走
る
Z
仮
想

L
た
場
合
、
並
び
に
物
価
慣

を
入
グ
月
ま
で
芯

r
r
r場
合
、
郎
ち
金
利
が
入
グ
月
ま
で
先
走
る
芭
仮
想
し
た
場
合
に
就
て
、
合
計
十
人
固
に



物
舗
を

グ

月
づ、
後
ら
せ
1~ 
場
合

0.578 
0.664 
0.796 
0.819 
0.815 
0.831 
0.798 
0.798 
0.732 
0.671 

au 

貸
際
の
場
合
・
・
:
・
:
・

E

・E

・
-
・
:
:
:
・
必

。

物
舗
を

ヶ
月
守、
進
ま
せ
1t 
場
月、品。

0.382 
0.2;ヨ8
0.132 
0.041 

-0.038 
-0.095 
-0.158 
-0.284 

設

苑

金
利
と
鞠
備
と
白
相
闘
闘
俸
に
就
て

第
二
十
一
巻

岡衰の中心M!II;目、貨際に掛で各主相遣する由てるるが、作岡町促宜上から

すべて太線白中・t.Mに雌った。即"&寄 l'" 中.c.~町 M'， M"， M，f/ ・....・ t各 I
ずら LてM勘に一致せしめたものと看倣せばよい。

2) 

(
第
軍
鶴
=
二
)

七
五
九

豆
ウ
て
相
闘
表
及
び
相
闘
圃
表
を
作
成
L
バ
そ
の
結
果
を
比
較
し
た
。
究
に
掲
「
る
相
閥
闘
表
(
某
の
一
ニ
)
は
是
等

を
一
つ
の
闘
表
に
合
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

回
表
に
於
て
太
線
を
以
っ
て
表
L
た
ニ
つ
の
最
小
偏
差
線
図
冨
及
び
富
岡
は
、
賞
際
の
場
合
に
於
げ
る
雨
者

の
相
閥
閥
係
を
一
本

L
、

F
E
冨

F
、

F
冨

宮

Hr---HHa足
忌

Hr
は
、
物
債
を
一
ヶ
月
、
ニ
ヶ
月
・
・
六
ク
月

づ
、
一
後
ら
せ
た
場
合
の
そ
れ
を
示
L
、
岡
、
回
冨
冨
問
、
-
、
同
戸
、
N

宮

冨

RM
・
-
-
-
岡
、
包
片
足
同
U

は
、
物
伺
を
一
ヶ
月
、
ニ

グ
月
:
:
入
ク
月
づ
、
進
ま
せ
た
場
合
の
そ
れ
で
あ
る
。
圃
表
に
よ

b
て
明
ら
か
な
る
如
，
¥
物
舗
を
一
ヶ
月
づ

、
後
ら
せ
る
に
従
っ

τ、
究
第
に
相
閥
程
度
を
増
L
、
六
ク
月
後
ら
せ
た
場
合
の

F
F両

日

E
F
に
於
て
、
ニ
つ
の

直
線
は
最
も
接
近
し

t
居
る
o

真
に
進
ん
で
七
ヶ
月
、
入
ク
月
:
:
十
ヶ
月
を
後
ら
せ
た
場
合
に
は
、
繭
者
は
却

っ
て
相
法
.3
か
る
こ
正
、
な
る
。
{
不
明
瞭
E
な
る
を
虞
れ
て
闘
表
に
は
、
そ
の
す
ぺ
て
を
掲
載
せ
す
0
)

反
劃
仁

物
債
を
一
ヶ
月
づ
、
富
ド

r
r場
合
に
は
、
一
一
つ
の
直
線
は
順
次
に
遠
ざ
か

h
、
五
ヶ
月
以
後
は
却
っ
て
逆
の
相

闘
閥
係
を
示
し
て
、
人
ヶ
月
に
歪
つ

τ最
大
に
速
す
る
。
(
そ
れ
以
上
は
計
算
せ
や
)
今
こ
れ
等
各
I
の
場
合
の
相

闘
係
放
を
示
せ
ば
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ご
な

b
・
同
事
刊
に
於
げ
る
吉
岡
一
の
結
果
を
一
本
す
で
あ
ら
う
。
こ
れ
に
よ
h
て
見
れ
ば
・
品
仰
の
期
間
に
於
工
は
、

物
債
は
金
利
よ
り
も

r
v
r
r
f
f
ご
仮
想
し
た
場
合
に
於
て
、
雨
者
の
相
閥
程
度
が
最
も
大
な
る
ニ
ご
が
判

る。
突
に
第
一
期
に
就

τ同
様
の
計
算
を
試
み
花
結
果

u・
相
関
岡
表
{
そ
の
四
)
の
示
す
が
如

f
、
前
の
場
合
言
金

〈
そ
の
傾
向
を
岡
じ
う
す
る
o

郎
も
物
債
を
一
ヶ
月
、
ニ
ヶ
月
、
一
一
一
ゲ
月
:
・
後
ら
せ
た
場
合
の

FHf同
区

F
、

F昌
吉

F

は
・
漸
弐
に
二
線
の
挟
む
角
を
縮
少
し
て
、
同
者
の
相
閥
閥
係
が
順
衣
に
増
大
す
る
こ
Z
を
示
す

に
反
L
、
物
調
を
一
ク
月
づ
、
一
官

r
r
r場
合
の
同
、
M

冨
冨
剛
山
、
回
、
問
、
“
出
向
冨

H
F
t

・
-
に
於
て
は
、

閥
係
は
究
第
に
減
少
す
る
。
今
こ
れ
が
相
関
係
款
を
示
す
な
ら
ば
、

そ
の
相
関

7
5
2
2
1
1
5
ヨ
7
0
6
9
1
9
5
8

物
舗
を
一
ヶ
月
づ
、
後
ら
せ
た
場
合
i
・・・泌

mH制
組

mmmm

“Mm
m
m
m
A
m
m
m
A
m

o
a
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
 

賞
際
の

審

0.174 

物
舗
を
一
ヶ
月
づ
、
進
ま
せ
た
場
合

4
2
1
3
3
1
6
4
 

0
5
5
3
1
7
3
8
 

市

i
A
U
A
U
E
i
o
a
oぬ
句
o
a
d

-

目

・

-

-

-

-

Aり

A
U
A
U
n
u
n
U
ハU
A
U
A
U

『

----a斗

ピ
な
・
9
、
岡
表
に
於
り
る
ご
同
じ
〈
、
物
舗
を
十
一
ク
月
後
ら
せ
た
場
合
、
郎
丸
物
園
慣
が
金
利
よ
b
も
、
十
一
ゲ

庁

f
f
f
t般
想
し
た
場
合
に
於
て
、
雨
者
の
相
閥
関
係
は
最
ズ
に
遣
す
る
。

か
〈
の
如

f
し
て
戟
前
の
第
一
期
正
、
戦
後
の
第
二
期
芭
仁
就
て
得
た
る
結
果
は
、

必
予
し
も
正
殖
に
は
一
致

(
第
五
雄
一
二
三
)

第
二
十
一
巷

七
六

誼

苑

金
利
と
物
倒
と
白
相
閥
胸
係
に
就
で

作闘白煙宜上Mv世匪~!I!叫し、且ワ M'， 1¥1"・・・・・・をすべて Mに一致せ L
めた.相闘表及岡表(そ白エ)参問。

3) 
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L
な
い
り
れ
y
」
も
、
而
も
そ
の
聞
に
共
通
す
る
事
賞

t
し

τ疑
ふ
ぺ
か
ら
F
る
貼
は
、
物
債
を
先
走
る
も
の
ご
椴

想
し
た
場
合
に
於
て
、
両
者
は
次
第
に
そ
の
相
闘
闘
係
を
増
大
し
、
反
謝
に
金
利
を
先
走
る
も
の
芭
仮
想
し
た
場

合
仁
於
て
は
そ
の
闘
係
を
減
少
し
て
、
遂
に
反
比
例
的
な
誕
の
相
関
関
係
を
示
す
じ
至
る
正
レ
ム
一
般
的
傾
向
ニ

れ
で
あ
る
。

併
し
乍
ら
是
等
の
結
果
は
、
如
何
な
る
場
合
に
も
常
仁
物
慣
が
六
グ
月
着
〈
は
十
一
グ
月
先
走
る
こ
E
を
示
す

も
の
で
は
な
い
。
賞
際
仁
は
穏
々
の
場
合
も
起
・
9
得
る
が
、
た
い
問
題
E
す
る
是
等
の
期
間
仁
於

τは
、
物
舗
が

六
グ
月
若
〈
は
十
一
グ
月
先
走
っ
た
場
合
が
最
も
一
般
性
を
帯
び

τ居
る
こ
E
を
示
す
仁
止
ま
る
。
ま
詑
既
仁
述

べ
た
る
如
〈
、
時
の
前
後
民
必
十

L
も
因
果
を
決
定
す
る
仁
十
分
な
僚
件
で
は
な
い
か
ら
、
右
の
結
果
か
ら
推
し

て
直
ち
に
物
債
を
因
正
し
金
利
を
果
正
す
る
こ

Z
は
、
情
ほ
早
計
に
過
「
る
で
あ
ら
う
o

併
し
乍
ら
少
〈
正
も
右

の
事
寅
に
よ
っ

τ知
b
得
る
所
は
、
物
園
閣
の
原
因

t
L
て
の
金
刺
の
影
響
は
、
殆
ん
Y
」
之
を
認
め
る
ニ
己
が
出
家

な
い
ご
い
ふ
ニ
正
で
あ
る
。
金
刺
の
作
用
が
多
少
に
て
も
物
債
を
賞
際
に
左
右
す
る
も
の
正
す
れ
ば
、
金
利
は
多

少
の
程
度
に
物
慣
に
先
だ
っ

τ捷
勤
し
、
物
債
は
後
れ
て
そ
の
麗
動
の
跡
を
追
ふ
で
あ
ら
う
。
然
る
に
事
貨
は
こ

の
反
謝
の
傾
向
を
表
は
し
居
る
。
固
よ
b
私
は
金
利
が
生
産
費
を
遁
じ

τ物
債
を
高
め
る
t
h
I
ふ
理
論
を
否
定
す

る
も
の
で
な
い
。
た
い
V

貫
際
に
於
げ
る
物
債
の
麓
勤
は
他
の
よ
b
有
力
な
る
原
因
に
左
右
き
る
、
こ
正
が
多
い
か

ら
、
金
利
の
影
響
は
殆
ん
ど
質
際
に
は
表
は
れ

τ居
な
い
ぜ
い
ふ
事
貨
を
示
す
に
止
ま
る
。
(
完
)

設

苑

金
利
と
物
債
と
白
相
聞
闘
僚
に
就

τ

慎
二
十
一
巻

(
第
五
都
一
二
五
)

七
六

(
埠
問
、
曲
山
口
論
文
を
草
す
る
に
揖
り
、
『
統
計
的
研
究
法
』
自
著
者
斑
事
博
士
小
倉
金
之
曲
民
k
p
有
益
な
る
助
言

E-一
得
た
る
叫
に
つ
き
、
捌
開
〈

感
謝
由
意
を
表
す
る
。
)


